
地
域
社
会
に
お
け
る
寺
院
類
型

の
事
例
よ
り
i
i

水

宏

行

{

大

谷

大

学

)

宗
教
社
会
学
を
専
攻
し
て
お
り
ま
す
私
の
現
在
の
主
た
る
関
心
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

i
ク
を
中
心
と
し
て
、
地
域
社
会
朗
々
の
生
活

世
界
に
み
ら
れ
る
生
活
認
識
や
生
活
意
識
を
記
述
・
分
析
し
、
宗
教
の
社
会
的
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
宗

の
大
部
分

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
は
、
宗
教
現
象
に
接
近
す

に
少
な
か
ら

き
て
、
こ
こ
数
ヵ

私
は
「
宗
教
と
村
落
構
造
」
と
い
う
テ
;
マ
の
も
と
、

疑I

の
七
市
四

対
げ
に
所
在
す
る

九関口

六
の
大
字
の
大
学
を
訪
れ
、
地
域
住
民
の
生
活
と
か
か
わ
ら
せ
な
が
ら
、
そ
こ

る
寺
院
の
組
織
と
活
動
の
現
況
認
燦
に
携
わ

地緩全士会主こ:Bげる寺院類!!'!

っ
て
き
#
仇
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
マ
特
に
強
く
感
じ
ま
し
た
こ
と
は
、

し
て
、
寺
競
や
寺
続
組
織
が
、
そ
の
存
在
や
運
営

の
あ
り
方
な
ど
を
基
本
的
に
境
定
し
て
い
る
法
制
約
な
鶴
面
に
関
心
安
持
ち
、
充
分
な
認
識
、
理
解
の
も
と
で
、
ぞ
れ
を
主
体
的
に

で
す
。
寺
践
と
み
リ
競
組
織
は
、

る
こ
と
が
盟
難
な
状
況
に
あ
る
と
い

義
的
に
、

の
日
常
生
活

し
て
具
体
的
な
宗
教
実
践
活
動
を
展
開
す
る
鑓
命
を
担
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

と
し
て
明
憾
に
組
験
さ
れ
た
宗
教
間
体
は
、
い
わ
ぜ
ア
ソ
シ
エ

i
シ
ョ
ナ
ル
な
彩
在
で
あ
り
、 なら
、
は
、

の
宗
教
的
信
一
回
念
体
系
金
主

ぞ
れ
が
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
所

23 

属
し
活
動
を
実
践
す
る
義
体
は
、
思
有
な
地
域
性
、
共
持
組
、
統

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ア
ソ
ジ
エ

i
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シ
ョ
ン
と
し
て
存
在
す
る
宗
教
集
団
の
性
格
と
、
基
体
と
し
て
の
地
域
社
会
が
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
性
格
と
の
相
互
の
関
係
性
が
問

宗教法第4号(1986.1) 

題
と
な
り
ま
す
。
両
者
の
関
係
は
も
ち
ろ
ん
相
互
制
約
的
な
も
の
で
あ
り
、
多
様
な
形
態
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
こ
こ
で
は
、
地

域
社
会
に
位
置
す
る
宗
教
集
団
と
し
て
の
寺
院
の
一
般
的
運
営
の
側
面
に
焦
点
を
あ
て
、
事
例
に
基
づ
い
て
話
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
結
果
的
に
は
、
両
者
の
関
係
を
考
察
す
る
た
め
の
参
考
資
料
を
提
示
す
る
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
る
で
し
ょ
う
。

ま
ず
最
初
に
、

ア
ソ
シ
エ

l
シ
ョ
ナ
ル
な
存
在
と
し
て
の
寺
院
と
、

そ
れ
が
位
置
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
を
想
定
し
て
概
括
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
周
知
の
ご
と
く
寺
院
は
、
特
定
の
宗
教
的
信
念
体
系
を
核
と
し
て

明
確
に
組
織
さ
れ
た
宗
教
団
体
の
下
位
集
団
を
構
成
す
る
単
位
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
そ
の
存
在
は
、
必
然
的
に
上
位
集
団
の
も

つ
法
的
規
制
と
秩
序
の
忠
実
な
遵
守
者
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
の

で
あ
り
、

そ
の
集
団
の
精
神
を
維
持
し
、
使
命
を
具
現
さ
せ
る
場
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
下

位
集
団
と
し
て
の
寺
院
が
現
実
に
実
践
活
動
を
展
開
す
る
と
こ
ろ
の
地
域
社
会

l
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

一
定
の
共
通
な
地
域
的
な
広
が

り
を
持
ち
、

そ
の
中
に
人
々
の
生
活
連
闘
が
あ
り
、

そ
の
生
活
連
闘
を
支
え
る
組
織
が
あ
り
、

お
の
ず
と
社
会
的
統
一
性
が
み
い
だ
せ

る
よ
う
な
生
活
の
場
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
み
ら
れ
る
人
々
の
共
に
在
る
こ
と
へ
の
欲
求
、
あ
る
い
は
互
い
に
同
一
化
す
る
こ
と
が
可

能
な
共
同
感
情
は
、

ア
ソ
シ
エ

l
シ
ヨ
ナ
ル
な
集
団
が
醸
成
し
よ
う
と
す
る
共
属
感
情
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

か
か
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
シ
ス
テ
ム
と
エ
ー
ト
ス
は
、
社
会
学
を
は
じ
め
、
歴
史
学
、
経
済
学
、
民
俗
学
、
法
社
会
学
等
の
諸
研
究
に

示
さ
れ
る
ご
と
く
、
現
在
、

そ
の
様
相
を
異
に
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
宗
教
集
団
が
、
地
域
社
会
の
中
で
生
活
し
て
い
る
人
々
の



そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
、

そ
れ
が
基
体
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
基
本
的
関
係
に
変
化
は
な
い
と
い
え
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
い
ま
だ
色
濃
く
と
ど
め
て
い
る
村
落
社
会
を
念
頭
に
お
い
て
両
者
の

共
鳴
を
成
立
条
件
と
し
て
い
る
以
上
、

か
か
わ
り
を
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
寺
院
の
担
い
手
で
あ
る
檀
(
門
)
徒
の
所
在
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
地
域
的
範
域
に

注
目
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
類
型
が
浮
か
び
ま
す
。
第
一
は
、
寺
院
に
所
属
す
る
檀
(
門
)
徒
の
範
域
が
、

む
ら
の
地
域
的
範
域
と

一
致
し
て
い
る
場
合
、
第
三
は
、

む
ら
の
地
域
的
範
域
の
一
部
を
占
め
る
場
合
、
第
三
は
、

む
ら
の
地
域
的
範
域
の
限
界
を
こ
え
て
広

範
囲
に
及
ぶ
場
合
の
一
二
つ
で
あ
り
ま
す
。

第
一
の
タ
イ
プ
は
、

さ
ら
に
、
寺
院
の
担
い
手
と
む
ら
の
構
成
員
の
範
域
が
完
全
に
一
致
す
る
ケ

l
ス
と
、
表
面
的
に
は
完
全
に
一

致
し
な
い
け
れ
ど
も
潜
在
的
に
は
一
致
し
て
い
る
ケ

l
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

か
か
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
寺
院
は
、

む
ら
の
集
団
的
統
一

性
に
寄
与
す
る
い
っ
ぽ
う
、
寺
院
の
独
自
な
立
場
と
運
営
方
法
が
む
ら
の
生
活
原
理
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
寺
院
に

か
か
わ
る
事
柄
が
、
す
べ
て
む
ら
に
か
か
わ
る
事
柄
と
し
て
捉
え
ら
れ
処
理
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

第
二
の
タ
イ
プ
で
は
、
併
存
す
る
他
の
檀
(
門
)
徒
集
団
と
の
関
係
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
、
宗
派
を
同
じ
く
す
る
場
合
は
、

第
一
の
タ
イ
プ
と
同
様
の
現
象
が
み
ら
れ
、
宗
派
が
異
な
る
場
合
は
、
個
々
の
独
自
性
が
強
調
さ
れ
、
時
と
し
て
檀
(
門
)
徒
集
団
聞
に

地域社会におげる寺院類型

謝
礼
離
を
生
む
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
同
宗
派
寺
院
の
檀
(
門
)
徒
集
団
が
、
対
立
・
競
争
関
係
を
み
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

む
ら
が
寺
院
聞
の
共
同
を
促
進
し
、

そ
の
運
営
原
理
を
規
定
す
る
と
い
う
事
態
も
み

む
ら
の
枠

l
精
神
が
非
常
に
強
い
と
こ
ろ
で
は
、

ら
れ
ま
す
。
む
ら
に
対
し
て
、
寺
院
が
正
の
方
向
に
機
能
す
る
か
、
負
の
方
向
に
機
能
す
る
か
は
、

一
概
に
断
言
で
き
ま
せ
ん
。

第
三
の
タ
イ
プ
で
は
、

む
ら
の
全
構
成
員
が
村
外
の
一
つ
の
寺
院
の
檀
(
門
)
徒
集
団
に
所
属
す
る
ケ

l
ス
と
、
村
外
の
二
な
い
し
三
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寺
院
の
檀
(
門
)
徒
集
団
に
所
属
す
る
ケ

l
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
前
者
の
場
合
、
所
属
す
る
檀
(
門
)
徒
集
団
の
規
模
や
所
属
の
仕
方

に
よ
っ
て
両
者
の
関
係
は
変
化
す
る
と
い
え
ま
す
。
後
者
の
場
合
は
、
各
集
団
が
集
団
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
む
ら
に
持
ち
込
ん
だ
り
、
各
人
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安
規
制
す
る
む
ら
の
枠
を
弛
緩
さ
せ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
す
す
め
て
、

3

i
、

2
L
V
ヲ
L
C

む
ら
の
全
構
成
員
が
そ

宗教法第4号(198ゑ1)

れ
ぞ
れ
異
な
る
槽
(
門
〉

所
属
す
る
よ
う
な
事
態
安
惣
定
す
れ
ば
、
各
々
は
む
ら
よ
り
も
檀
(
き
捷
集
団
の
中
で
、
自
ら
の

ょ
う
と
努
め
る
の
は
明
ら
か

ぞ
れ
は
、
地
凶
械
的
緋
か
ら
解
き
は
な
た
れ
た
都
市
人
の
一
つ
の
典
型
的
タ

イ
プ
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
村
人
の

部
が
村
外
の
、

メ
ン
パ

i
の
比
率
や
村
内
に
お

と
い
う
ケ

i
ス
も
み
ら
れ

(門〉

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

し込

以
上
、

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
寺
院
が
、
基
体
と
し
て
の
地
域
社
会
と
ど
の

る
か
に
つ
い

ご
く
簡
単
に
み
て
き
た
次
第
で
す
。
次
は
、
滋
賀
県
と
い
う
一
つ
の
行
政
単
位
に
焦
点
を
あ
て
、
宗
教
環
境
の
一
般
的
特
質
や
地
域
社

に
お
け
る
寺
院
の
所
在
状
、
況
な
ど
を
把
握
し
、
一
挙
慨
に
基
づ
い
て
需
者
の
関
係
を
具
体
的
に
考
察
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

滋
賀
県
は
、
全
額
で
も
有
数
の
仏
教
信
仰
県
で
あ
り
、
仏
教
積
抑
(
附
付
に
冷
た
樹
偶
然
〉

つ
い
て
い
る

典
型
的
な
地
域
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ひ
と
き
わ
高
く
議
え
る
撃
を
と
り
ま
く
よ
う
に
形
成
さ
れ

仏
教
関
係
の
地
名
の
多
さ
な
ど
も
、
特
徴
的
な
宗
教
環
境
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
、

七
十
前
回
ニ
町
一
村
に
所
在
す
る
仏
教
系
寺
設
の
分
布
を
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
仏
教
系
寺
院
の
分
布
と
関
連
さ
せ
て
、

そ

の
特
徴
を
指
摘
強
す
る
と
次
の
溜
り
で
す
。
ま
ず
、
宗
教
法
人
数
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
六

E
-
密
%
(
二
一
こ
ろ
が
仏
教
系
、
三
一
・
ニ
W
A

1i 

-
七
%

八

O
)
が
諸
教
系
、

O
L八
%
(
二
九
〉
が
キ
リ
ス
ト
教
系
で
あ
り
、
大
半
を
仏
教
系
が
占
め
て
い

ま
す
。

五
、
大
阪
府
の
一
一
一
一
一
一
六

一
、
兵
庫
県
の

4
t

、
十
六
j
i
 

も
っ
と
も
多
い

の
四
八



に
次
い
で
全
璽
第
四
位
で
す
。
こ
の
数
値
は
、
明
治
以
来
ほ
と
ん
ど
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
せ
ん
。
所
在
宗
派
を
寺
院
数
の
多
寡

に
よ
っ

る
と
、
真
宗
大
谷
派
七
九
一
ヵ
寺
、
浄
土
真
宗
本
麗
寺
派
六

。
ヵ
寺
、

カ

寺

八
ニ
ヵ

曹
洞
宗
二

O
四
ヵ

真
宗
仏
光
寺
派

ヵ
寺
、
臨
済
宗
永
源

自

O
ヵ
寺
、

一
O
六
カ

龍
済
京
妙
心
寺
派
ム
ハ

寺
派
五
五
ヵ

黄
葉
宗
五

真
宗
木
辺
派
閥
八
ヵ
寺
、
日
蓮
宗
翻

カ

の
譲
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
仏
教
系
の
各
宗
派
は
、

tJ 

教
義
的
に
み
て
ぞ
れ
ぞ
れ
独
自
性
を
有
し
て
お
り
、
グ
ル

i
ピ
ン
グ
す
る
に
は
若
干
の
問
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
便
宜
長
、

日
蓮
宗
系
、
そ
の
他
仏
教
系
の
各
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
系
統
別
の
分
布
を
み
ま
す

天
台
宗
系
、

端
雲
水
系
、

と
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
真
宗
系
寺
院
で
五
一
・
一
二
元

手
九
八
方
寺
)
、
次
は
浄
土
宗
系
寺
院
で

番
替
は

五
・
六
%
(
悶
八
ム
ハ
ヵ
主
ぜ
て

天
台
宗
系
寺
院
と
樽
京
系
寺
院
で
と
も
に

-
0
%
(四
O
五

二
二
%
(
九
六
ヵ
寺
)
、

そ
の
龍
仏
教

以
下
、

系
寺
銭
が

県
内
に
お
げ
る
占
有
率
を
全

-
一
-
一
見
(
七
一
一
一
ヵ
芳
、
日
蓮
宗
系
寺
院
が

-
八
先
(
五
五
カ
忠
寸
)
と
い
う
比
率
を
一
不
し

国
平
場
と
比
較
す
る
と
、
真
宗
系
寺
院
茎
間
第
五
位
)
、

(
全
国
第
六
位
て
天
台
宗
系
寺
銭
〈
会
関
第
三
位
)
の
高
さ

過
半
数
を
占
め
る
真
宗
系
寺
設
は
、
大
谷
派
、
本
願
寺
派
、
仏
光
寺
派
、
木
辺
派
、
興
正
語
、
高
田
派
の
ふ
ハ
派
寺
院
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。
本
山
を
当
県
に
お
く
木
造
派
の
場
合
は
全
体
の
二
一
・
七
%
の
寺
院
が
、
ま
た
中
心
教
線
そ
当
県
に
は
る
仏
光
寺
派
の
場

地域社会における寺波書喜重量

合
は
全
体
の
一
一
一
七
・
九
銘
の
寺
読
が
集
中
し
て
一
所
在
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
真
宗
十
派
の
寺
院
が
す
べ

る
の
は
福
井
県
の

み
次
に
、
仏
教
系
寺
院
の
分
布
密
肢
を
、
昭
和
五
八
年
四
月

民
現
在
の
統
計
を
使
用
し
て
、
人
口
、

国
境
の
摺
一
聞
か
ら
捉
え

て
み
ま
す
と
、
仏
教
系
考
競
は
全
毘
に
、

0
0
0人
あ
た
り

0
・
六
五
ヵ
寺
、

O 

ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

0
・
二
一
カ

。
。
世
帯
あ
た
り
一
一
・
一
カ
寺
の
割
合
で
分
布
し
て
い

つ
ま
り
、

ロ
メ
ー
ト
ル
、

五
二
七
人
、

四
八
一
一
世
帯
ご

lL9 
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"
と
に
一
ヵ
寺
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
議
駕
県
の
場
合
は
、

tJ 

一
0
0
0人
あ
た

一
平
方
キ
ロ
メ

i
ト
ル
あ
た
り

0
・
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り
一
一
・
七
九
ヵ
寺
、

一
0
0
0世
帯
あ
た
り

0
・
ご
ヵ
寺
の
割
合
で
、

つ
ま
り
て
一
}

ロ
メ

i
ト
ル
、

五
八
人
、
九
八
・

家事堂法華~4 符 (1986， 1) 

帯
ご
と
に

ヵ
寺
が
存
在
し
て
い

一
寺
院
あ
た
り
の
人
口
比
、
設
帯
比
は
、
地
府
県
的
数
値
と
著
し
い
相
違
を
み
せ
て
お
り
、

「
近
江
の
小
寺
L

と
い
わ
れ
る
通
読
を
証
鳴
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
一
郎
欄
比
も
、
大
阪
、

愛
知
、
神
奈
川

に
続
い
て
高
く
、

寺
襲
分
布
の
濃
密
さ
を
端
的

で
い
ま
す
。
各
村
々
に
点
在
す
る
小
鑓
模
寺
院
の
諸
活
動
の
集
積
の
う
え
に
滋
賀
の
嬬
教
的
嵐
土

は
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
謀
賀
県
に
技
寵
す
る

一
八
の
仏
教
系
寺
践
を
、
寺
続
規
模
や
運
営
静
態
や
社
会
的
機
能
な
ど
を
考
慮
に
い
れ
な
い

ぺ
て
等
価
的
に
援
い
、
市
町
村
別
、
宗
派
別
に
分
布
さ
せ
て
み
る
と
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、

践
の
四

0
・

%
〈
一
二
間
関
八
ヵ
寺
)
が
市
部
、

五
九
・
九
%

八
七
G
ヵ
寺
)
が
郡
部
に
校
聾
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
市
部
で
は
、
大

一
一
一
・
五
%
(
四
一

盤
部
で
は
、
司
野
昭
二
・
九
%
(
九
O
ヵ

楽
東
南
二
・
六
%
ヌ

彦
根
市
七
・

(
一
一
二
七
カ

:J:J 

。
カ
寺
)
、
水
口
前
一
一
・
四
%
(
七
六

山
東
町
二
・
四
%
(
七
回
ヵ
寺
)
な
ど
の
数
舗
が
大
き
い
よ
う

寺
院
密
度
目
Huuu

一

ロ

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
寺
院
数
が
高
い
の
は
、
市
部
で
は
、
守
山
市
一
了
九
、

一
一
・
七
、
郡
部
で
は
、
虎
姫
町
一
ニ
・

び
わ
昭
一
一
一
・

O
、

豊
郷
町
二
・
九
な
ど
で
す
。

一
寺
罷
あ
た
り
の
世
帯
数
は
、

一
三
七
・

郡
部
で
六
九
・

O
世
帯
と
い
う
状
況
で
す
。
地
域

別
に
み
れ
ば
、
小
規
模
な
寺
院
は
東
浅
井
郡
、
伊
香
郡
、
坂
田
郡
な
ど
湖
北
地
域
に
、
比
較
的
大
規
模
な
寺
院
は
湖
南
、
甲
賀
地
域
に

多
い
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
統
計
上
の
諸
傾
向
は
あ
く
ま
で
も
平
均
的
な
指
標
で
す
。
ま
た
、
宗
派
部
の
分
布
に
注
闘
し
て
み
る
と
、
真
宗
系

寺
院
は
、
土
山
以
前
と
柿
木
村
以
外
の
全
市
駅
町
村
に
み
ら
れ
、

一
劇
部
強
に
あ
た
る
一
六
十
市
開
村
で
七
額
以
上
の
占
有
率
を
一
一
小
し
て
い
ま
す
。

ぞ
れ
は
、
湖
東
、
湖
北
、
中
部
の
一
部
地
域
に
お
い
て
も
っ
と
も
密
で
あ
り
ま
す
が
、
海
師
、
湖
南
地
域
で
や
や
低
下
し
、
甲
賀
地
域

で
も
っ
と
も
練
の
状
態
に
な
り
ま
す
。
本
願
寺
派
は
湖
東
お
よ
び
中
部
地
域
、
大
谷
派
は
讃
北
地
域
に
教
線
の
や
心
が
あ
り
、
仏
光
寺



派
は
大
津
市
、
草
津
市
、

木
辺
派
は
中
主
師
、
近
江
八
播
市
を
中
心
に
分
布
し
て
い

輿
正
派
は
す
べ
て
市
部
、
高

部
慌
は
す
べ
て
郡
部
に
み
ら
れ
ま
す
α

浄
土
宗
系
寺
援
は
、
湖
東
、
海
北
、
期
西
地
域
の

一
町
村
を
徐
く
一
一
一
九
市
町
で
み
ら
れ
、
悶
叩

質
附
円
七
一
二
・
0
%
を
中
、
む
と
す
る
甲
賀
地
域
や
中
部
地
域
、
湖
南
東
部
地
域
に
多
く
所
在
し
て
い

天
台
宗
系
寺
院
は
、
全
寺
院
の

六
割
が
大
津
市
を
中
心
と
す
る
市
部
に
殻
鷺
し
、
禅
宗
系
寺
焼
は
、

四
五
市
町
村
に
分
布
す
る
も
の
の
教
織
の
中
心
は
郡
部
に
あ
り
ま

す
。
真
笹
口
宗
系
寺
院
は
、
灘
北
地
域
に
、
日
蓮
宗
系
寺
院
は
そ
の
七
割
が
市
部
に
泣
置
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
予
欝
的
作
業
と
し
て
、

お
け
る
各
宗
派
の
教
勢
と
地
域
的
特
畿
の

端
を
垣
間
み
た
次
第
で
す
。

次
に
、
こ
れ
ら
寺
院
の
、
倒
々
の
村
々
に
お
け
る
所
在
状
況
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
人
々
の
金
活
組
織
が
有
機
的
に
連
関
し
、

社
会
的
統
一
性
が
み
い
だ
せ
る
よ
う
な
存
寵
と
し
て
の
寸
む
ら
」

の
範
域
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
識
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
諜

賀

と
り
わ
け
郡
部
に
つ
い
て
い
え
ば
、
村
人
が
寸
う
ち
の
部
落
、
う
ち
の
村
」
と
時
ぷ
想
問
問
的
な
ひ
ろ
が
り
は
、
一
行
政
上
表

調主緩社会における寺院額獲

…
ぶ
さ
れ
た
大
学
の
範
域
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
ナ
。
し
た
が
っ

昭
和
五
七
年

丹
一
日
現
在
の
可
市
野
村
・

町
了
大
学
・
統
計
区
コ

i
ド
恥
を
使
出
出
し
て

ら
い
を
確
定
す
れ
ば
、
慈
賞
の
七
市
八
一
一
区
に
は
八
八

C
の

iJま

四

ニ
町
一
村
の

ム
ハ
誌
に
は

の
「
む
ら
(
大
学
ど
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
資
料
の
正
確
性
を
ま
す
た
め

郡
部
の
「
む
ら
」

八
七

O
の
所
変
形
態
そ
概
館
概
し
た
い

に
霞
定
し
て
、

そ
こ
に
泣
置
す
る
寺
競

い
ま
す
。
ま
ず
、
第

部
の
大
字
の
う
ち
寺
院
が
存
在
す
る
の
は
九
一
六
大
学
八
正
・
九
%
で
、
残
り

宜

O
大
字
一
四
・

%
に
寺
設
は
み
あ
た
り
ま
せ
ん
。

29 

問
的
の
全
大
字
に
必
ず
寺
説
が
存
在
す
る
の
は
、
石
部
町
、
近
紅
師
、
高
丹
町
の
一
一
一
町
で
す
。
寺
院
が
所
在
し
な
い
大
字
は
、
思
議
町
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一
一
・
四
%
、

九
・
六
銘
な
ど
に
多
い
よ
う
で
す
。

い
ず
れ
も
、
新
興
住
宅
地

六

0
・
七
%
、
甲
南
町
田
路
二
%
、

家事技法第4母(1986.1) 

の
形
成
や
市
街
地
の
拡
大
に
停
っ
て
大
字
が
新
設
・
過
加
さ
れ
た
地
域
で
す
。

-一二%、

-
九
%
、

一村一一一カ

大
字
到
の
寺
院
の
所
在
状
況
は
、

村

ヵ
寺
が
密
四

O
大
学
問

村

ヵ
寺
が
二
三
四
大
字

中事リが

大
大
字
一

7
八
%
、

村
四
ヵ
寺
が
ム
ハ

O
大
字
五
・
六
先
と
い
っ
た
状
況
で
す
。
所
在
中
市
リ
関
数
が
多
い
村
は
、
薬
東
町
荒
張

ヵ
寺
と
山
以
東
町
船
康
一
五
ヵ
寺
で
す
。
結
家
主
七
七
世
得
〉
は
、
大
字
の
範
域
と
「
む
ら
」
の
範
域
が
一
致
し
な
い
典
型
的
事
関
で

も
あ
り
ま
す
。

次
に
、
全
大
字
の
う
ち
、
四
一
二
二
%
を
い
ね
め
る
一
村
一
ヵ

の
議
派
を
系
統
制
加
に
み
れ
ば
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
真
宗
系
寺
競
五

一
一
・
九
%
、

つ
い
で
浄
土
宗
系
寺
銭

-
一
%
、
禅
宗
系
寺
院
一
八
・
二
%
、

天
台
宗
系
寺
院
五
二
一
郊
の
顕
で
あ
り
ま
す
。
郡
部
の
一

。
六
六
の
大
字
の
う
ち
、

-
九
先
に
真
宗
系
寺
院
が
単
独
で
所
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域
的
に
は
、

一
一
一
三
大
字
ニ

の
教
勢
分
布
と
ほ
ぼ
同
じ
指
摘
向
そ
示
し
、
真
宗
系
の

ヵ
寺
タ
イ
プ
は
、
甲
加
減
離
や
高
島
郡
で
や
や
少
な
い
も
の
の
全
域
に
、
浄
土
宗

の

ヵ
寺
タ
イ
プ
は
旬
賀
郡
に
、
禅
宗
系
の

ヵ
寺
タ
イ
プ
は
高
島
都
、
伊
香
郡
、
神
崎
郡
に
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
一
村
に
問
宗
系
寺
院
が

一
七

O
大
字
一
五
・
九
%
で
す
。
系
統
別
で
は
、
そ
の
う
ち
の

ヵ
寺
以
上
併
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

一
八
大
字
八
一
二
一
%
を
真
宗
系
寺
院
が
、

字
了
二
%
そ
薬
品
一
三
水
系
寺
読
が
、

大
字
六
・
五
%
を
浄
土
宗
系
寺
院
が
、

て
九
%
を
天
台
宗
系
寺
説
が
、
一
一
大

盟
大
字
八
・
ニ
%
安
禅
京
系
寺
院
が
占
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
第
一
派
内
容
を
大
字
ご
と
に
み
て
み

る
と
、
虎
姫
町
宮
部
(

六
鶴
栓
説
明
i
六
カ
ヰ
マ
す
べ
て
築
家
大
谷
派
)
、
能
澄
川
斡
山
路
ご
六
七
世
帯
i
m
ヵ
寺
す
べ
て
浄
土
楽
祭
本
願
寺
派
)
、
安
土

跨
桑
実
ヰ
マ
〈
…
一
一
九
倣
帯
i
四
ヵ
寺
す
べ

甲
費
町
小
佐
治

一
六
世
務
i
武
力
等
す
べ
て
浄
土
宗
)
、
永
源
寺
町
高
野

佼
蛾

w
i五

ヵ
中
~
サ
ナ
ベ
て
賄
蹴
済
宗
永
源
寺
派
〉
な
ど
の
よ
う
に
、
閉
じ
系
統
に
属
す

の
寺
院
が
併
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
全
体

的
に
は
、
同
諜
系
の
奥
宗
派
が
混
寵
し
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。



と
こ
ろ
で
、

わ
れ
わ
れ
が
注
目
す
べ
き
は
、

村

あ
る
い
は

村
に
興
宗
系
の
数
ヵ
寺
が
併
存
す
る
「
む
ら
」
が
、

六一

O
大
字
五
七
・

お
に
も
の
ぼ
る
と
い

で
す
。
前
者
の
場
合
は
、
「
む
ら
」
の
成
員
と
檀
(
問
い
)
徒
集
部
の
或
員
が
完
全
に
一

致
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
後
者
の
場
合
は
、
「
む
ら
」
の
中
に
こ
っ
以
上
の
何
種
の
槽
(
開
け
)
徒

〈
門
)
徒
集
毘
と
そ
の
議
員
は
、
潜
在
的
に
「
む
ら
」

集
盟
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、

カ3

か

レ」

致
し
、
「
む
ら
」
の
生
活
意
識
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
い
え
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、

一
一
軒
に
奥
宗
系
の
寺
院
が
混
在
し

て
い
る
の
は
、
三

O
六
大
字
一

八
・
七
%
で
す
。
こ
こ
で
の
檀
(
門
)

「
む
ら
」
の
関
係
は
、
龍
の
集
団
や
能
の
条
件
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。

い
ま
分
析
結
果
か
ら
、
議
費
の
寺
践
を
特
徴
づ
け
れ
ば
、
そ
れ
は

を
基
盤
と
し

る

共
同
肉
体
型
寺
院
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
寺
罷
は
、
個
性
的
で
ま
と
ま
り
あ
る
「
む
ら
」

の
形
成
に
寄
与
す
る
度
面
、

そ
の
存
在
と
選
嘗
の
基
盤
が
「
む
ら
」
の
ヱ

i
ト
ス
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
次
に
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
、
事

椀
に
基
づ
い

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

部

地域社会における守層宅建東君臨

ま
ず
は
じ
め
に
、
む
ら
に
寺
院
が
一
ヵ
寺
だ
け
存
在
し
て
い
る
事
例
か
ら
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
中
部
地
域
に
位
置
す
る

A
地
区
の
場
合
、
世
帯
数
九
四
一
戸
の
村
に
位
置
す
る
の
は
真
宗
系
の
寺
院
の
み
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

む
ら
の
嶺
成
員
は
す
べ
て

a
寺
の

捜
(
問
ハ
)
稜
で
す
。

の
運
営
は
、
代
表
役
員
で
あ
る
住
職
と
縁
援
に
あ
る

の
費
任
役
員
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

a 

ぞ
れ
は
名
目
的
な
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
寺
銭
を
維
持
、
運
営
し
て
い
る
の
は
、

む
ら
の
投
識
と
し
て
設
け
ら
れ
た
社
寺
総
代
の
地
殻

31 

に
あ
る

…
名
の
人
々
で
す
。
こ
の
メ
ン
パ

i
の
任
期
は
、
区
長
の
任
期
が

年
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
密
年
で
あ
り
、
ま
た
再
在
も
可
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て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

ι
む
A
り

能
で
す
。
彼
ら
は
、
神
社
と
と
も
に
寺
競
の
運
営
費
の
一
切
を
む
ら
の
議
議
費
の
中
か

主義者主主告祭4号(1986，II 

謡
館
組
嫌
で
あ
る
婦
人
会
、
青
年
問
、

致
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

と
い
っ
た
組
織
が
、
す
べ
て
寺
院
の
緒
活
動
母
体
と

他
地
域
か
ら
の
移
住
者
が
あ
っ
た
場
合
は
、
所
属
宗
派
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、

い
ち
お
う
村
内
の
寺
院
の
檀
(
門
)
窪
集
部
の
メ
ン
バ

i

に
加
入
す
る
こ
と
が
襲
講
さ
れ
ま
す
。
村
人
に
と
っ
て
寺
院
は
、
か
む
ら
の
寺
u
な
の
で
あ
り
、
村
人
の
意
志
は
寺
院
に
長
換
し
て
い
ま

す
。
当
然
、
住
職
械
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
は
限
界
が
生
な
ま
ず
。
ま
た
、
崩
北
地
域
の

B
地
区
も
一
一
村
一

イ
プ
の
村
で
す
が
、

少
し
く
様
相
を
異
に
し
て
い
ま
す
。
設
帯
数
六
二
戸
か
ら
な
る
こ
の
村
に
は
、
浄
土
器
系
の
寺
慌
が

ヵ
寺
あ
り
ま
す
が
、
村
人
の
う

ち

そ
の
檀
(
開
け
)
能
祭
聞
に
所
嘉
し
て
い
ま
せ
ん
。
後
ら
は
、
続
の
代
に
こ
の
む
ら
に
移
住
し
て
き
た
真
宗
門
徒
で
あ
り
、
当

時
、
砂
む
ら
の
寺
e
の
植
能
集
毘
に
加
入
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
キ
リ
ス
ト
教
の
門
そ
た
だ
い
た
人
々
で
す
。
し
か
し
、
区
長
を
務
め
る

ほ
ど
に
な
っ
た
現
在
は
、
、
必
黙
約
に
む
ら
の
寺
の
維
持
、

も
強
い
関
心
そ
も
ち
、
寺
寵
と
の
紳
奇
形
成
し
つ
つ
あ
り
ま
?
。
住

鞍
に
と
っ
て
も
活
動
を
麗
閉
す
る
に
擦
し
て
、

む
ら
は
必
要
不
可
欠
な
存
主
で
あ
る
か
ら
で
す
。

次内札、

一
村
に
同
宗
派
の

一
ヵ
寺
が
併
存
し
て
い
る
湖
東
地
墳
の

C
地
区
に
援
を
む
け
て
み
ま
す
。
世
帯
数

九
O
一
戸
か
ら
な
る
こ

の
村
に
は
、
真
宗
系
の
時
宗
援
に
所
属
す
る

C
と
C
の
二
寺
院
が
所
産
し
て
い
ま
す
。
村
人
の
約
六
議
が

C
、
間
制
部
が
C
の
槽
〈
門
〉
徒

集
団
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
こ
こ
で
は
か
つ
て
、
商
寺

競
争
が
子
挟
組
ま
で
及
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
む
ら

人
は
、
所
属
寺
院
を
主
、
仙
寺
院
を
従
と
し
た
関
係
を
結
互
に
保
ち
、

む
ら
と
寺
院
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

寺
総
代
と

は
践
に
、
寺
院
の
自
常
の
お
世
話
を
す

一
年
交
代
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、

む
ら
の
年
齢
蕗
梯
組
織
で
留
守
態

役
を
務
め
た
人
々
で
、

い
で
こ
の
お
散
諮
を
し
ま
す
。

2
-
3
'
輸ユ

+
J
、
む
み

'''uv

こ
の
よ
う
な
一
村
一
ヵ

まう》

村
に
同
宗
法
の
数
ヵ
寺
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
寺
院
漉
営
は
む
ら
に
大
き
く
依
存
す
る
こ
と

と
な
り
、
翻
っ
て
寺
続
は
所
属
宗
派
の
独
自
な
親
射
と
秩
序
の
履
行
が
儲
難
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
事
邸
内
は
省
略
し
ま
す
が
、

村



に
異
宗
系
の
何
ヵ
寺
か
が
存
去
す
る
と
こ
ろ
で
も
、
開
様
の
状
、
慌
に
あ
る
と
こ

最
初
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
私
は
こ
の

る
と
と
も
に
、

ヅ
ノ
ソ
シ
エ

i
シ
ョ
ナ
ル

会
的
な
性
格
の
相
違
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
の
重
大
性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
現
今
の
墓
地
や

日
頃
の
感
想
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で

い
よ
う
ぞ
す
。

し
て
の
宗
教
集
団
と
、

に
緩
ず
る
機
会
を
え
て
、
宗
教
団
棒
に
関
す
る
法
制
的
な
研
究
の
必
要
を
痛

ぞ
れ
が
基
体
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
聞
に
は
、
社

す 火
葬
場
に
関
す
る
諸
事
象
に
つ
い
て
も
い
え
る
と
患
い
ま
す
。
門
外
漢
の
者
が
、

地域社会における寺院媛型33 




